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81．運動終了直後血流量 は運動中の 血流量 を反映す

　 る

　　加賀谷淳子，本問幸子 （日 本女子体育 大学基 礎体力

　　研 究 所）

目的 ：運動終了直後lflL流量は，運動中の 弛緩期1飢流

量 の代表値 として 用 い られ て い る 。 しか し，それが

筋収縮期 を含 む運動 中の 血流量 を反映するか どうか

に つ い て は，こ れ まで明らか に されて い な V  そ こ

で 本研究は，動的お よび静的な前腕掌握運動中の 、卜

腕動 脈血流量 を超 音波 ドッ プ ラ
ー

法 を用 い て 測定

し
， 運動終了直後 血 流 と の 関係 を 明 ら か に し よ う と

す るもの で あ る。

方法 ：被検者 は，20− 26歳 の 健康な女性 7名で あ っ

た 。 用 い た 運 動 は
， 仰 臥位 で の 右手の 掌握運動 で あ

り，60秒 間 の 静的 運動 と 60回 ／分 の テ ン ポ で

exhaustion に到る まで持続する動的運動と した 。 負

荷 は い ず れ も 30％ MVC で あ っ り、，実験 中 は 運 動前

3分 問の 安静時か ら運動後 3分まで ，循環器用超音

波診断装置 （YIIP　Sonos1000）を用 い て，上腕動脈

血流量 を測定 した。

結果 及 び 考察 ：安 静時 の 上 腕動 脈 ！f【F流 量 は 126 ±

13ml／分 で あ っ た が，動 的運動 の exhaustion 直前 に

は 290 ±33ml／分に右意 （p＜ 0．05）に増加 した。運

動 終了直後 に は
，

さ ら に 有意 （p＜ 0．01）な増加 を

示 し，654± 64mi／分 に 達 し た 。

一一方，静 的運動 中

の 血流量 は，運動 50− 60秒で 162±26mlf分 で あ り，

安静時 と比較 して 有意 差 は 見られ な か っ た。しか し，

運 動終
．
∫直後血 流 量 は 422± 51ml／分に 有意 （p 〈

0 ．01）に増加 した。毎 分血流量は 1 パ ル ス で 流入す

る 血流量 の 大 きさと流 入頻度 （心拍数 ）に よ っ て 決

定 され る。こ の うち， 1 パ ル ス の 血流量は，毎分血

流量 と同様，動的運動 で は 運動 中有意 な増加 を示 し

た が，静的運動中 に は有意な増加が認 め られず，両

様式の 運動中毎分血流量 の 相違は 1パ ル ス の 血流量

の相違に依存 して い る こ と が 示唆され た 、， 次に，運

動中の 血．流量 と運動終了直後血流量 との 関係は，動

的運動で は r
＝0．883 （p ＜ 0．OI），静的運 動で は r

＝

0．947 （p ＜ 0．01） の有意 な相関が得 られ た 。 すな

わ ち，静 的運動 で も動的運動 で も，運動 中の 血流 量

は 運動終 了直後血流量 よ り有意 に 低 い が ， 両者 の 問

に は密接な関係 の ある こ と が示 された 。 したが っ て，

運動終了直後血 流 量 は，運動中の 弛緩期血 流量 だけ

で な く，筋収縮期 を含む 運 動 中 の 血 流 量 を反 映す る

もの で あ る こ と が示 された。

82．超最大運動 に おける心拍出量 ， 血圧 ， および心

　臓の外的仕事率

　　荻 出 　大 （鹿屋体育大 学），m 畑　泉 〔国　X7二健康栄養

　　研 究 所 ），山 本 　薫 （名 古 屋 YMCA ），神 崎素樹 （鹿

　　屋 体 育大 学 ）

目的 ：本研究 は，最大 下 か ら超最大運 動に 至 る 5 つ

の 運動強度 にお い て 心拍 出量 と血圧 を測定 し，こ れ

らの 圧量変化か ら算出 され る 心臓 の外的ILI事率が，

超 最大運動時に どの ように変化する か明らか にする

こ とを目的 とした。

方法 ：被検者 は 年齢 24 ± 2 歳 の 健康 な成人男 f−　7 名

で あ っ た 。 運動 は 白転車運動 とし，
ペ ダ ル の 回転数

は毎分 70回 と定 め た。運動 強度 は それぞれ の 被検 者

の 最 大 酸 素摂取 量 の 80
，

90
，

100
，

105
，

110％ に 相

当する 強度で ，運動時間 は 80，90，100％ の 強度に

お い て 6分間，105％の強度に お い て 5分間，110％

の 強 度 に お い て 4 分 間 と し た 。 酸素摂取 量 は ，ダ グ

ラ ス バ ソ グ法に よ り運動中連続 して 1分，また は 30

秒毎 に測定 した。心拍数 は胸 部双極誘導に よっ て 導

出 された心電 図を運動 中連続 して モ ニ タ
ー

し，運 動

終了直前 の 値 を記録 した、，心拍 出量 は CO 　L）再呼吸法

に よ っ て，JfTl．圧 は 聴診法 に よ っ て 運動終了直前に測

定 した 。心臓 の 外的仕事率は，平均血L圧 （最低血圧

＋ 1／3脈圧 ）と心拍 出量 の 積 よ り求 め た 、，

結果 ：そ れ ぞ れ の 強度 に お ける 酸素摂取 量 は，80％
：2．75± 0．18，　90％　： 3．13± 0．14，　100 ％　：3．40 ±

0，］3，　105％　：3，34± 0．13，　110％　：3．33± 0．161・

min
− 1

で あ っ た 。 心拍数，心 拍出量 は 100％ の 強 度

まで は 有意 に 増加 （p＜ O．O／） し，それ以 上 の 強度

で は レ ベ リ ン グ オ フ が確 認 された。また，平均血圧

は80，90％強度 よ りも100％の 強度に お い て 有意に

高 く （p＜ 0．Ol），それ以上 の 強度 にお い て もや や

上 昇 す る 傾向を示 した が，こ れ は統計上有意 で は な

か っ た 。 また，100％強度 の 値に 対 す る105，110％

の 心拍出量 と平均 血 圧 の 変化量 の 問 に は ，平均血圧

が 上 昇する と心拍出量 が低下する とい う有意な負 の

相関が 認め ら れ た 。 そ の結果，心臓の外的仕事率は

80％か ら］00％強度 まで 有意 に増加 （p く 0．Ol）し

たが，それ以上 の 強度 で は プ ラ ト
ー

に達 した （ユ00％

：5．88W
，

105％ ：5．84W
，

110 ％ ：5．85W ）ロ以上

の 結果 は，心拍出量と平均血圧 の 相互関係 によっ て

決定さ れ る心臓 の仕事率に は上 限 が ある こ と を示唆

し て お り，こ れ は 最 大酸素摂取 量 の 100％ の 強 度 に

お い て 最大 に 達す る こ とが明 らか とな っ た、，

一 72 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


